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〈論 文〉 
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一時性― 
 
黄  允 實 
 
1．はじめに 
文は述語に来る品詞によって、動詞述語文、形容詞述語文、名詞述語文に分類する
ことができる。以下の例1）は名詞述語文であり、例2）は形容詞述語文である。 
  
1） 山田さんは先生だ   （名詞述語文） 
2） 山田先生は優しい。  （形容詞述語文）  
  
また、次のような名詞述語文もある。 
 
3） 山田先生は優しい人だ。（述語構造が「形容詞＋名詞ダ」の名詞述語文） 
 
3）は述語名詞「人」が形容詞「優しい」と組み合わさって、「形容詞1＋名詞ダ」の
構造になる名詞述語文（以下、「形容詞＋名詞」述語文と記す）である。この文は、「山
田先生は人だ」だけではふつう文が意味を成さず、実質的な意味は形容詞「優しい」
が担っており、文の全体の意味としては、2）の形容詞述語文のように、山田先生に
対して「優しい」という＜特性＞を述べる文になると言える。しかしながら、2）の
形容詞述語文と3）の「形容詞＋名詞」述語文が同じく主語の特性を表しているとし
ても、構文面において一方は述語に名詞を含んでいないが、他方は含んでいるという
違いがあり、それは両形式の表す意味が完全に一致しているとは言い難いことを示し
ていると思われる。このような構文の違いは両形式の意味・機能の面においてどのよ
うに関わっているのだろうか。本稿ではそれを探るべく、文の成分等との共起関係を
通して、「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文の類似点や相違点について考察するこ
とにする。 
 
2．先行研究 
名詞述語文に関して、これまで様々な研究がなされてきた。その中で、「形容詞＋
名詞」述語文と形容詞述語文とを比較した主な研究として新屋（2009）を取り上げる
ことにする。 
                                                   
1 本稿で「形容詞」と呼ぶものは、学校文法でいう「形容詞」と「形容動詞」の両方を指す。  
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新屋（2009）では文の意味機能や表現性の面において二つの構文を比較しつつ、詳
細に記述している。まず、意味機能の面において新屋（2009：30-33）では、形容詞
述語の意味機能には、性質規定、状態叙述、評価があり、名詞述語の意味機能には、
類別、同定、名称提示、性質規定、状態叙述、評価、動態叙述があると述べている。  
 
＜表1＞ 形容詞述語、名詞述語の意味機能（新屋2009：33、表1より） 
意味機能 形容詞述語 名詞述語 
類別  珊瑚ハ動物ダ 
同定  アノ子ハ息子ノ太郎ダ  
名称提示  コノ花ハ“コーレリア”デス 
性質規定 
氷ハ冷タイ ソノ話ハ事実ダ 
彼ハオトナシイ性格ダ  
状態叙述 
風ガ強イ 今コノゲームガブ－ムダ  
今経済ハ危機的ナ状態ダ  
評価 ソノ方法ハマズイ  ソレハ彼ノ能力ノ問題ダ  
動態叙述  彼ハ明日出発ダ 
 
新屋（2009）のこの表にもうかがえるように、形容詞述語と名詞述語に共通する意
味機能は「性質規定、状態叙述、評価」である。そして、新屋（2009）はこのうち性
質規定について、以下のような例を挙げ、説明をしている（下線は原文のもの）。  
 
ａ．あの子は素直だ。 
ｂ．あの子は素直な子だ。            （新屋、2009：34） 
 
ａは形容詞文で、ｂは名詞文であるが、「あの子」の性質を表しているという意味
の面では実質的に同じである。そのため、名詞述語はしばしば形容詞述語と同等の意
味機能で用いられ、両者は互換性の高いことが多いと述べている。しかし、形容詞文
の性質規定が形容詞自体によるものであるのに対し、名詞文のそれは述語名詞の概念
を限定、類別するという操作を介した性質規定であると述べている（pp.34-35）。 
以上のように、二つの構文は共通の意味機能を持っており、表現性においても互換
性が高い。だが、両者は構文面において異なる特徴があり、両形式の相違点をより明
らかにするためには、構文上における考察が必要であると考えられる。本稿ではこの
ような点に注目して考察を行いたい。 
 
3．本稿の研究対象及び研究方法 
3.1 研究対象 
特性を表す名詞述語文には様々な形がある2。本稿では、中でも「山田先生は優しい
                                                   
2 例えば、「名詞を述語とする性質規定文の形」として、新屋（2009：33）に次のような文が挙げ
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一時性― 
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人だ」のように、述語構造が「形容詞＋名詞ダ」である文を対象とする。また、次の
ように人やものの部分や側面を表す語（高橋（1975）のいう「部分語」「側面語」）が、
後接する形容詞とあいまって全体で｢特性｣を表す文も対象に入れる。なお、例文の引
用に際しては、用例の出典をカッコ内に略号で示す。略号については稿末の用例出典
を参照されたい。 
（1）「班長は、人情に篤い人だ。退官した先輩や異動した部下にも必ず年賀状を出す
ような人だ。人の気持ちを大切にする人なんだよ。」        （同期：66） 
但し、文末に「のだ／んだ」がついている「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文
は対象外とし、非過去形の述語に限る。 
 
3.2 研究方法 
用例は主として文庫本と単行本の現代小説や随筆から手作業で採集したが、国立国
語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）から検索アプリケーショ
ン「少納言」「中納言」を用いて採集した用例も若干含まれている。手作業で採集し
たデータは、表 2 に示したように「形容詞＋名詞」述語文は計 496 例、形容詞述語文
は計 943 例である。これを構文的な条件に従って分類を行う。ここでいう構文的な条
件とは、基本的に文中の修飾成分などとの関わりをいい、主語、述語以外の文の成分
を含んだ文、それぞれ 173 例と 329 例が本稿の対象となる（表 2 の下段）。両者の総
用例数には差があるが、〈「主語＋述語」文／主語のない述語文〉と〈主語、述語以
外の文の成分を含んだ文〉の比率はいずれも 65％対 35％であって同じになっている。 
 
＜表 2＞ 手作業で採集した総用例数 
用例 
「形容詞＋名詞」 
述語文の用例数 
形容詞述語文 
の用例数 
〈「主語＋述語」文／主語のない述語文〉  
「あの人は優しい人だよ／いい人だね」  
「彼女ってすごいよね／きれいだね」  
323（65%） 614（65%） 
〈主語、述語以外の文の成分を含んだ文〉 
「あれはかなり激しいスポーツだ／とてもいい人だ」 
「君は今だって十分素敵よ／最高においしい」 
173（35%） 329（35%） 
合計 496（100%） 943（100%） 
 
                                                                                                                                                     
られている。 
① ソノ話ハ事実ダ ② アノ子ハ素直ナ子ダ ③ 彼ハ太陽ノヨウナ明ルサダ  
④ 彼ハオトナシイ性格ダ ⑤ 彼ハ熊ト格闘シタ男ダ 
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また、考察するにあたって文の成分の規定については、鈴木（1972）、高橋（2005）、
工藤（2002）、松本（2005［2006］）などを参照する。本稿では文の成分のうち、
特に修飾語、状況語、規定語による特徴について調査する。松本（2005［2006：256
—265］）の修飾語、状況語、規定語の定義を簡単にまとめて引用すると、次のように
なる（下線は筆者による）。 
・修飾語：述語にかかっていて、述語のしめすうごきや状態のようす、程度、量
的側面などをあらわす。疑問詞ドウ、ドノヨウニ、ドンナニ、ドノク
ライ、イクツ、イクラなどの語句によってたずねられる。修飾語にな
る品詞の中心は副詞である。（船頭はゆっくりふねをこいだ。p.263） 
・状況語：文でしめされるデキゴトやありさまのソトにあって、それをとりまく
状況、イツ（とき）、ドコデ（ばしょ）、ナゼ、ドウシテ（原因）、ナン
ノタメニ（目的）などをあらわす文の部分である。状況語になる品詞
の中心は副詞ではなくて、第一に名詞である。（銀座では松屋へいった。
p.265） 
・規定語：モノをあらわす文の部分にかかっていて、そのモノがどんな特徴をも
つかや、そのモノが他とちがったどのモノであるかを説明する。（おお
きなライオンがちいさなありにさされた。p.266） 
以上の文の成分の特徴を手掛かりに、「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文の比
較を試みることにする。なお、考察にあたって例文の文法性の判断に際しては、母語
話者の判定を参照した。 
 
4．考察 
4.1 「形容詞＋名詞」述語文について：主語名詞と述語名詞の関係 
本節では、本稿で扱う「形容詞＋名詞」述語文における、主語名詞3と述語名詞との
関係について簡単に観察する。この構文は、主語の特性を形容詞の語彙的な意味で表
しており、述語名詞は実質的には意味を持たない。すなわち、述語になる名詞は基本
的に主語名詞より上位概念の名詞であり、主語名詞と述語名詞との関係は包摂関係に
あるのである。例えば、主語名詞が人名詞であれば、「人、人間、男、女、子、奴」な
ど（例2）、モノ名詞であれば「もの」（例3）、コト名詞であれば「こと」（例4）、場所
名詞であれば「ところ」（例5）などが述語になる（以下、主語名詞は太線、述語名詞
は二重線で示す）。 
（2）「私はとても平凡な人間です。いや、平凡以上です。頭もはげかけているし、お
なかも出ているし、先月40歳になりました。」          （神：170） 
（3）「おもちゃって、あの機関車とか？」 
                                                   
3 本稿で主語名詞というのは、単純名詞以外に名詞句、名詞節のようなものが主語になるものも含
む。 
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「うん。機関車だ。」（中略）「とにかく凄いものだ」    （カクレ：288,289）
（4）「おまえ、警察に行きたいのか」（中略）「でも、悪いことをした」  
「おまえのやったことは、どちらかと言えば、良いことだよ」   （重力：441） 
（5）「シンガポールは面白いところよ。食事もおいしいし」          （色彩：101） 
主語が一般・総称的なもの4であれば、次のように述語にはそれよりも一層上位概念
の名詞が述語に来る。例えば、次のように「こと」や「もの」が述語名詞になる。  
（6）「わしらの世界で人が死ぬことは酷いことだなあ、朔太郎」祖父は親身な口調
で言った。「死後もなく、生まれ変わることもなく、死はただの空虚でしかない。
なんとも酷いことじゃないか」                （世界：198） 
（7）「死は美しくなんてない。ただ悲惨で虚しいものだよ。そのことはどうしようも
ないじゃない」祖父はしばらく天井を見上げて黙っていた。   （世界：198） 
これらの述語名詞は、それ単独では情報伝達上の価値を持たない。すなわち、「私
は人間だ」「あの機関車はものだ」「おまえのやったことはことだ」「シンガポールはと
ころだ」「人が死ぬことはことだ」「死はものだ」ということを言いたいわけではなく、
「平凡だ」「凄い」「良い」「面白い」「酷い」「悲惨で虚しい」ということを言いたいの
であり、内容的には「形容詞＋名詞」全体が述語として機能しているのである。この
ような述語名詞の特徴は、意味・機能の面において形容詞述語文と異なった特徴を見
せることが予想される。 
 
4.2 「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文の共通の基本的な特徴 
 1節にも述べたように、「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文は、意味の面におい
て主語の恒常的な特性を表すこと、構文の面において述語に形容詞を含んでいること
で共通しており、そのうえで両者には違いがありそうである。そこで、本稿ではまず
この4.2節で両者の共通点を確認した上で、4.3節で両者の相違点において比較を行う
ことにしたい（以下、各節の焦点となる文の成分は波線で示す）。 
 
4.2.1 程度副詞による修飾 
程度副詞は主として形容詞と組み合わさることを基本とする（工藤、2000：178）。
                                                   
4 主語に来る名詞を、個別・具体的なものと一般・総称的なものとに大別し、主語名詞と述語名詞
との関係を見た。本稿でいう個別・具体的な主語名詞というのは、文の中で一つ一つの個別かつ特
定の人、物、場所、出来事などを表わすものを指し、一般・総称的な主語名詞というのは、文の中
で個別かつ特定のものではなく、「人間、女性、男、海、山、夏、冬、旅行、人生、自由、世の中」
などのような一般的で総称的な名詞などを指す。但し、一般・総称的な名詞であっても文脈上他の
ものと対比されているなどして特定のものを指している場合（太線）は、個別・具体的な主語とし
て分類した。 
 ・「ここの自然は、なんだか、力が強すぎて、もしも自分が弱っている時だったら、強烈すぎ
て、胸焼けがしてくるようだろうね。」（中略）「日本の自然と全然違う。」「日本の自然は、
もっと線が細いよ。」                  （不倫と南米：157,158） 
この分類についてはまだまだ考察が必要であると思われる。  
- 6 - 
 
そのため、「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文はいずれも、次のように「とても、
かなり、最高に」などの程度副詞による修飾が見られる。次に挙げる例（8、9）が「形
容詞＋名詞」述語文で、例（10、11）が形容詞述語文である。 
（8）「佐伯さんっていう女性がここの責任者で、つまり僕のボスだ。彼女は甲村家の
親戚筋にもあたるんだけど、その人が案内する。とても素敵な人だよ。君もきっ
と気に入ると思うな」                  （海辺（上）：76） 
（9）「バドミントン？娘はバドミントン部か」（中略）「おまえももちろん知ってるだ
ろうけど、あれはかなり激しいスポーツだ。中学生とはいえ、クラブの練習をす
ればくたくたに疲れる」                  （容疑者：142） 
（10）高橋は言う、「君はとてもきれいだよ。そのことは知ってた？」（アフタ：281） 
（11）「師匠さんの作るお菓子は、おいしんでしょうね」「うん、最高においしいよ。
『河田屋』っていう小さな店なんだけどね、すごく繊細なお菓子を作るから茶道
の家元とかにも評判がいいんだ」              （和菓子：201） 
なお、上記の典型的な程度副詞以外にも、極端な程度を表す表現（例えば「とてつも
なく」）もいずれの構文にも見られる。 
（12）「失礼ですが、きし……かなめさんとは？普通に、恋愛をすることができたん
ですか？」（中略）「そうです。彼女はあんなに年が下なのに、とてつもなく強い
人です。」                        （アム（下）：236） 
（13）「君は変わったな。昔は科学にしか興味がなかったはずなのに、一体いつの間
に、人の心がわかるようになった」湯川は微笑した。「人の心も科学です。とて
つもなく奥深い」友永は教え子をじっと見つめ、頷いた。     （苦悩：165） 
この他にも「誠に、本当に、実に、ちょっと」など様々な程度副詞による修飾が見
られる。以上のように「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文は、基本的に程度副詞
によって修飾しうる点で共通している。 
 
4.2.2 比較表現による修飾（比較表現Ⅰ） 
日本語の比較表現では「より」「ほど」「ほう」「いちばん」などのことばが大切な
働きをしている（西尾、1972：161）。そして、ここにも「形容詞＋名詞」述語文と形
容詞述語文の共通性が見られる。例えば次の例（14、15）は、それぞれの文で「いち
ばん」による修飾が見られる。 
（14）「自分がやりたいことをやるのではなく、やるべきことをやるのが紳士だ」（中
略）「お前は俺がこれまで会った人間の中でいちばんまともな人間だよ」 
（森（上）：118） 
（15）「あの人は医者なんですか、それとも患者の方ですか?」と僕はレイコさんに訊
いてみた。「どっちだと思う？」（中略）「お医者よ。宮田先生っていうの」と直
子が言った。「でもあの人この近所じゃいちばん頭おかしいわよ。賭けてもいい
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
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けど」とレイコさんが言った。                  （森（下）：6） 
また次の二種の文（16、17）も、「～に比べたら」「より」を用いてある比較の対象
を取り上げ、「それよりずっと、何倍も～である」ことを表しているという点で類似
する。 
（16）「お父さんのことだけどね」「あの人、悪い人じゃないのよ。（中略）性格もい
ささか弱いところがあったし、商売の才覚もなかったし、人望もなかったけど、
でもうそばかりついて要領よくたちまわってるまわりの小賢しい連中に比べた
らずっとまともな人よ。」                   （森（下）：75,76） 
（17）「人間はさ、いつも自分が一番大変だ、と思うんだ」（中略）「不幸だとか、病
気だとか、仕事が忙しいだとか、とにかく、自分が他の誰よりも大変な人生を送
っている。そういう顔をしている。それに比べれば、あの鳩のほうが偉い。自分
が一番つらいとは思ってもいない」春は小さく笑う。  
「俺よりも、何倍も偉いよ」                 （重力：187） 
上のような比較表現はある対象（他の事物）との比較であり、このように他の事物
が比較対象になる場合を「比較表現Ⅰ」と呼ぶことにすれば、「形容詞＋名詞」述語文
と形容詞述語文は比較表現Ⅰにおいて共通している。  
以上4.2節で見たように、「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文は、基本的に程度
副詞による修飾が可能であり、比較を表わす副詞による修飾にも共通点が見られる。
程度副詞、比較表現は、形容詞の程度を表すものであり、この共通性は、両者がいず
れも述語に形容詞を含む構文であることの反映である。  
 
4.3 「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文の異なる特徴 
それでは、二つの構文はどのような面において異なっているのだろうか。以下では、
文の成分（状況語、規定語、修飾語）に着目して両者の違いを明らかにしたい。  
 
4.3.1 時の状況語：時を表わす成分・条件節 
4.3.1.1 時を表わす成分 
時の状況語による修飾から観察してみよう。前節にも述べたが、二つの構文は恒常
的な特性を表すという意味の面において共通している。これは次の例の時間を表す成
分との結びつきの特徴からも確認できる。「今でも、今だって」のように恒常性とかか
わる語と結びついて、いずれも主語の特性が現在まで続いていることを表している。 
（18）「ただ、僕が知っているのはあくまでも、中学生の頃の彼だ。今では彼も、立
派な警察官になっている」「あの男は、今だってひどい男ですよ」（中略）「伊藤
さんの知っている頃よりも、賢く残酷になっています」       （祈り：113） 
（19）「若い頃のママは、それはもう魅力的だったぞ」パパは笑顔で言った。「今でも
十分素敵だけどな」ママは嬉しそうににっこりと笑って（後略） （幸福：232） 
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一方、次のようにある種の特定の時間幅を設定する語と結びついて、本来そうでは
なかったのに、一時的にその状態にあるということを表す文においては、違いが見ら
れる5。 
（20）「最近、何だか無口ね」ワイングラスを持ったまま秋葉がいった。その目は僕
を軽く睨んでいるようだった。                   （夜明け：180） 
例（20）は「最近」という時間を設定し、「本来無口ではない人なのに最近無口だ」
という本来の特性から一時的に逸脱した状態を話題にしている場面である。このよう
な一時的な現象の表現は「形容詞＋名詞」述語文では表しにくい。 
（20） ′？6「最近、何だか無口な人ね」 
次に挙げる形容詞述語文も同様に、「このごろ」「このところ」という比較的に短い
時間幅を設定する副詞を伴い、「以前はそうではなかったが、このごろは耳が遠い」「以
前はそうではなかったが、このところ癖が悪い」という、一時的に変化した主語の特
性を表しているものと考えられ、やはり「形容詞＋名詞」述語文は不自然である。  
（21）早速バイト先に電話をかけてみたが、もう誰も居残っていないようだった。合
鍵があればと、家主でもある不動産屋の自宅にも電話してみたが、こちらも繋が
らなかった。「佐野さん、もう休んでるのかな。誰も出ないの」 
「あの人、このごろちょっと耳が遠いからなあ」        （思い出：314） 
（21） ′？「あの人、このごろちょっと耳の遠い人だからなあ」 
（22）「ヤスダちゃん、ちょっと」おでん屋の店主が男をさえぎろうとした。見たと
ころよりもかなり、若い男の酔いは深いようだった。（中略）「ヤスダちゃん、ど
うもこのところ癖が悪くって」店主は言いながら、わたしたちに向かって片手お
がみをし頭を下げた。                        （鞄：114,115） 
（22） ′？「ヤスダちゃん、このところ癖の悪い人で」 
また、次の例は「今日」という特定の日を表す時間成分と「一段と」が共起してい
る。「一段と」は「もともと程度のはなはだしいものが、さらに程度を高めている様子
を表す」副詞で（飛田・浅田（1994：43）参照）、程度が高まった時点を表す時間成
分との共起が見られる（「一段と」の修飾については4.3.3.2節で詳述）。従ってこの文
                                                   
5 これについては、工藤（2012）に本稿との一定の関連性が述べられている。工藤（2012）が紹
介している〈時間的限定性〉とは、すべての述語を捉えている意味・機能的カテゴリーで、偶発的
（accidental）な一時的〈現象〉か、ポテンシャルな恒常的（permanent）な〈本質〉かのスケー
ル的な違いである（p.157）。一時的現象と恒常的特性の間の相互移行については、次のような例を
挙げて説明している。次の例では主語における「ハ」と「ガ」の違いが恒常的特性か一時的現象か
の違いに相関していると述べている（p.152）。 
・山田先生はやさしい。            〈（恒常的）特性〉 
・（今日はなんだか）山田先生がやさしい。    〈（一時的）現象〉 
・山田先生はやさしい人だ。 
・*（今日はなんだか）山田先生がやさしい人だ。 
6 「？」は、その文が文法的に非文だというのではないが、日本語の文として不自然であることを
示す。 
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一時性― 
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では、特性の程度が「今日」という日において一時的にはなはだしくなっていること、
すなわち、「今日は普段と比べて、よりきれいだ」ということを表しており、「形容詞
＋名詞」述語文には置き換えにくい。 
（23）「今日は一段ときれいよ、ピラー」母は知人か、それとも見知らぬ人と話すよ
うにぎこちなく言った。                     （ブレ） 
 
4.3.1.2 条件節7からなる状況語 
次は、主節を制約する条件節の場合である。次の例では、条件節を伴ってある条件
が加わると、そのような状態が実現するということを表している。条件が加わってそ
の状態が実現するようになるというのは、時間の経過という時間的な面と関連があり、
前節で述べた時間成分を伴った場合とも繋がるところがあると言える。  
（24）「旅行か……いいなあ、行けるんだけどな。いつでも。」（中略）「昔ほど貧乏旅
行しなくてすみそうだしなあ。」「貧乏旅行は何か月も続けると体に悪いからね。」
私はなんとなくうなずいた。               （アム（上）：30） 
この例は「何か月も続けると」という条件のもとで「貧乏旅行は体に悪い」という
特性を見せるという意味であり、「形容詞＋名詞」述語文に置き換えにくく、不自然で
ある。 
（24） ′？「貧乏旅行は何か月も続けると体に悪いことだからね。」 
次に挙げる例では、ダイエットはもともと楽しくないことかもしれないけど、「二
人で組めば」という条件のもとで楽しいことになるということを表している。条件節
を伴わない場合には「形容詞＋名詞」述語文が可能なのにも関わらず、条件節に限定
されると不自然である。 
（25）「じゃあ、やせよう。二人で組めば、ダイエットも楽しいよ。」と言ったら、そ
れがすごく楽しいことのように感じた。幹子がいいかも、と言った。  
「やろうか。」「やろう。」                 （アム（上）：148,149）
（25） ′？「二人で組めば、ダイエットも楽しいことよ」 
例（26）も 「人生はつらいものかもしれないが、終わらない悲しみはないと考え
ながら生きると、案外楽である」ということを表しており、その条件の時に限って、
そのような特性が現れるという意味で、上例と同様に考えられる。このような場合に
は形容詞述語文になりやすい傾向が見られる。 
（26）「毎日人の死に接してると、生きてる……いや、生かされているというありが
たみがわかる。終わらない悲しみはない。そう考えながら生きると、人生も案外
楽だよ」                            （おくり：173） 
（26） ′？「そう考えながら生きると、人生も案外楽なことよ」 
                                                   
7 松本（2005［2006：265］）では、「条件や譲歩をあらわす文の部分もデキゴト、ありさまをと
りまくものとして状況語にくわわる」と述べており、本稿でも状況語として扱う。  
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さて、上の例（24～26）では、「形容詞＋名詞」述語文として「こと」を述語とす
る文への置き換えをみてきたが、次のように「もの」を述語とする「形容詞＋名詞」
述語文にすることは不可能ではないようである。 
（24）″「貧乏旅行は何か月も続けると体に悪いものだからね。」 
（25）″「二人で組めば、ダイエットも楽しいものよ」 
（26）″「そう考えながら生きると、人生も案外楽なものだよ」 
但し、ここでの「ものだ」は感嘆・詠嘆のような、モーダルな意味合いが感じられ
やすく、この場合には「形容詞＋名詞」述語文の許容度が高まると言えよう。「ものだ」
はこのようにしてモーダルな形式に繋がっていくのではないかと思われる。次の例は
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から得られた用例である。いずれもモーダルな
意味が表れていると言えるだろう。 
（27）「わたしの運動は、毎週末に家に掃除機をかけるだけで充分。ビーチでゼイゼ
イいってるわたしの姿、想像できる？たぶん心臓発作を起こすわ」  
「慣れれば、気持ちいいものよ」                                （ボトル） 
（28）こんなふうに人々を支配するのは、今も昔もいたって簡単なことである。いっ
たん民衆への刷り込みが完了してしまえば、国の統治は楽なものだ。洗脳、抑圧、
全体主義…そんな言葉が私の脳裏をよぎる。             （素顔） 
以上4.3.1.1節と 4.3.1.2節でみてきたように、ある種の時間を表す語や条件節によ
って時間的な限定が表現されている形容詞述語文は「形容詞＋名詞」述語文に置き換
えにくい。このような特徴から見ると、「形容詞＋名詞」述語文は本来の特性から変わ
った一時的な現象を表すことが難しく、本質的な特性のみを表しうると言えるだろう。
このような特徴は、4.3.2節で述べる「主語名詞が特定の時間限定を受ける場合」とも
繋がるものと考えられる。 
 
4.3.2 時の規定語：主語名詞にかかる場合 
規定語についても、時間的な限定を表す語の有無において、形容詞述語文と「形容
詞＋名詞」述語文の違いが現れる。例えば、次のように主語を特定の時間（「最近、今」
など）に限定し、その時の主語「最近のアキヒロ」「今のあなた」について特性を述べ
る場合である8。この場合、形容詞述語文では成立しやすいが、「形容詞＋名詞」述語
文にはなりにくい傾向が見られる。 
（29）「でもアキヒロさんはどうしてここにいないの。ミサのことをきこうと思って、
わざわざみんなできたのに」（中略）「きてないのは今夜だけじゃないよ。この四
                                                   
8 しかし、次のような文は対象外である。  
・「俺は知っているんだ。今の会長は怖い人だ。反対する人を許せない人だ」と、男の声がい
った。                         （明日香・幻想の殺人）  
この例は、主語名詞を時間的に限定し、以前の自分と比較するものではなく、「今の会長」全体
が（前任の会長とは別人である）特定の人を指しており、その人について特性を述べる文である。 
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一時性― 
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日間ずっとだ」（中略）「最近のアキヒロはおかしいよ」           （夜：201） 
（29） ′？「最近のアキヒロはおかしい人だよ」 
（30）「でも、今のあなたはとても可愛い」可愛い。甘ったるい声で言われて、情け
ないことに息が詰まって、振り上げた拳から魔法にかかったように力が抜ける。
                                  （男） 
（30） ′？「今のあなたはとても可愛い人だ」 
 次の例も主語をある時点に限定し、その時点における主語の特性を述べる文であり、
形容詞述語文では成立しやすいが、「形容詞＋名詞」述語文にはなりにくい。  
（31）「仕事をしているときの陽子さんはね、きびきびしていてほんとうに素敵よ」 
                                    （東京：131） 
（31） ′？「仕事しているときの陽子さんは、きびきびしていてほんとうに素敵な人
よ」 
次のような固有名詞の場合にも同様である。 
（32）夕日を浴びた富士山が綺麗です。日が暮れるときの富士山って良いですね。そ
ういう景色を見るのは大好きです。                （ブログ） 
これらの文は、時間的に限定するという面において、前節で述べた時間成分による
特徴とも繋がるものと考えられる。 
但し、主語名詞の上位概念を表すものとして用いる述語名詞の性質によっては、「形
容詞＋名詞」述語文が用いられることがある。次の例では、主語の「おばちゃん」「あ
なた」の上位概念の述語名詞として、一般的な「人」ではなく「老婆」や「オヤジ」
のように、比喩的な意味や名詞自体に特性形容詞的な意味を帯びる名詞が使われてい
る。「人」を述語とする「気強い人だ」や「見苦しい人だ」は不自然だが、「老婆」「オ
ヤジ」を述語とするこの「形容詞＋名詞」述語文はごく自然な文である。  
（33）「でも、おばちゃんの最近一番関心の強いものは何か知っていますか。お香奠
よ。郷里で誰が亡くなったと聞くと、お香奠をやらなければならぬと言って大騒
ぎなの。ちゃんと送金したということを納得するまではうるさくて堪らないわ」
（中略）「香奠のことをいうときのおばあちゃんは完全に気強い老婆ね。死イコ
ール香奠ね。誰かが死んだというと、いきなり反射的に香奠を返さなければなら
ぬと思うらしいの。まるで借金しているみたいなの」               （母：39） 
（34）「人生は変えられる」（中略）「だがそれには勇気がいる。いまのあなたはくじ
けたサラリーマン根性丸出しの、見苦しいオヤジだ」             （花：217） 
ここまでみた例は、主語が特定の人である場合だったが、次のように一般・総称的
な主語名詞の場合も、同じように形容詞述語文になりやすい傾向が見られる。次の例
は「子（子供）」「中学生」のような総称的な名詞を、「近頃」「最近」「今どき」と特定
の時間に限定して、「近頃の子」「最近の中学生」「今どきの子」についてその特性を述
べている文である。この場合、結びつく形容詞も「すごい、恐ろしい」のような評価
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性の強いものに限られる。 
（35）「さっきの似顔絵は……」「さあ、詳しいことはいわなかったけど、犯人の顔じ
ゃないんですか。まだ若い娘みたいだけど、近頃の子は恐ろしいねえ」 
（誰か：113,114） 
（36）「自分専用のパソコンがあるんですか」（中略）「ええ。去年、知り合いから古
いのをもらったんです」「なるほど。最近の中学生はすごいですね」 （指：261） 
（37）今どきの子は恐ろしいですよ、ほんとにもう。何を言っても効き目はないんで
す。                                     （魔法） 
採集した用例ではこれらの条件に相当する「形容詞＋名詞」述語文との結びつきが
見受けられない。だが、例（35～37）を「近頃の子は恐ろしいもの（もん）だねえ」
「最近の中学生はすごいもの（もん）ですね」「今どきの子は恐ろしいもの（もん）で
すよ」のように置き換えられなくもないように見える。但し、この場合の「もの」は
述語名詞としての「もの」というより、「もの」が形式化され、「すごい、恐ろしい」
という評価性の強い形容詞と結びついて、詠嘆のような「ものだ」のモーダルな意味
合いの強いものである。次の例は『現代日本語書き言葉均衡コーパス』からの用例で、
主語名詞が時間的な限定を受けていて文末は「～ものだ」となっているが、この「も
のだ」はモーダルな意味合いが強い。 
（38）「写真雑誌で見た人が、うちにいるの。新聞にも載ってた人だよ」信子が告げ
たのは、一九九六年六月二日未明に発生した荒川区の一家四人殺しの重要参考人
とされて行方を探されている会社員、石田直澄・四十六歳の名であった。しかし
石川巡査には、信子のこの言葉を、すぐに鵜呑みにすることはできなかった。信
子の年頃の女の子は、それでなくても思いこみが強いものだし、このところずっ
と、片倉家のなかがごたごたしていることを、巡査はよく知っていた。 （理由） 
 
4.3.3 修飾語：頻度副詞・比較表現Ⅱ 
4.3.3.1 頻度副詞による修飾 
修飾語において、上で述べた時間的な特徴と関係するものには頻度副詞がある。頻
度を表す副詞による特徴においては、「たまには、いつも」などによる修飾が形容詞述
語文に見られる。まず、「たまには」による修飾について見てみよう。  
（39）「この店のポテトサラダとハムカツはマジでうまいから。全部手づくりだし。」
（中略）ＪＲの高架線を山手線がとおるとテーブルの小鉢もかたかたと震える。
リサがいう。「たまにはこういうお店もいいね。だってほら、ポテトサラダ、こ
んなにいけてるのにたった百円だもん」                      （夜：178,179） 
（40）宮崎市内までいってきました。疲労困憊、運転する元気すらなく、ひさしぶり
の電車旅。たまには電車もいいですね。１時間ゆっくり眠れた…。 （ブログ） 
 「たまには」を伴う文を、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から採集してみると、
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一時性― 
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「たまには～いい（よね）」の形の例がほとんどであり、「たまには」と共起する形容
詞も限られていた。名詞を含んだ「形容詞＋名詞」述語文には殆ど見られないが、次
のように「たまには～いいものだ」の形の例が見受けられる。この場合、主語は一般・
総称的なもので、文全体の意味は詠嘆や話し手の認識などを表しており、この「もの
だ」はモーダルな意味を表わす形式へ移行していると言える。 
（41）センセイと並んでわたしは歩きはじめた。二人で駅に向かった。お休みの日は、
サトルさんのお店、やってませんよ。わたしが言うと、センセイは前を向いたま
ま、頷いた。たまには他の店に入るのも、いいものですよ。ツキコさん、今年は
じめて一緒に飲むことになりますね。             （鞄：101,102） 
（42）あれよあれよという間に、てきぱきと動く長い指が紙相撲の土俵と力士二体を
作り上げた。一人遊びが得意な子供だった竜人は手先が器用だ。たちまち相撲盤
を作り上げた。「こっちが佐渡島だから、そっちは八尋山だ」「なんだ、紙相撲か
よ」「たまにはこういうレトロな遊びもいいもんだぞ」パソコンゲーム世代の少
年は、しかし、このハンドメイドのおもちゃが気に入った。     （少年） 
次は「いつも」による修飾についてである。仁田（2002：265）によると、「いつも
という副詞は事態が継続していることを表しているわけではなく、間隔・インターバ
ルのどれを取ってみても、事態が存在することを表している」と指摘している。この
所説は、「いつも」が形容詞述語文と結びつき、主体の特性の一面が繰り返して現れる
ということを示唆するものとも言える。 
（43）ほかの母親は、武蔵小杉の駅前でお茶をしながら時間をつぶす。南海子は「買
い物があるから」と母親の群れと別れた。少し歩いたところで振り返る。母親の
一団はまだ立ち話をしていた。（中略）そのうちの一人と目が合ってしまい、南
海子は慌てて微笑み手を振った。「あのひと、いつもつきあい悪いわよね」「あん
まりお金がないんじゃない」などと、陰で言いあうにちがいない。   （光：95） 
（43） ′？「あのひと、いつもつきあいの悪い人だよね」9 
上で述べた「たまには」「いつも」の性質を、先に4.3.1.1節でみた「今日」の性質
とともにまとめてみると、次のようになる。 
 
・山田先生、今日やさしいね。  ？山田先生、今日やさしい人だね。 
・山田先生はたまにやさしい。  ？山田先生はたまにやさしい人だ。 
・山田先生はいつもやさしい。  △山田先生はいつもやさしい人だ。 
 
つまり、「山田先生は優しい人だ」のような「形容詞＋名詞」述語文の表す特性と
                                                   
9 この文のように「いつも」の修飾をうけた「形容詞＋名詞ダ」文が成立するか否かについての判
断は、インフォーマントによって少し異なりが見られる。不自然に感じる人が多いが、不自然だと
は言えないと答えた人もいた。しかし、会話文ではあまり使われないようである。  
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いうのは、一時的に現れて、数えられる現象のようなものではなく、本質的な特性で
あるということであろう。 
 
4.3.3.2 比較表現による修飾（比較表現Ⅱ） 
比較表現については、両者はある対象（他の事物）との比較（比較表現Ⅰ）という
場合には形容詞述語文と「形容詞＋名詞」述語文が可能であることを4.2.2節で述べた。
一方、ある条件においては比較表現にも両者の相違点が観察される。次の「一段と」10
という副詞による修飾を見てみよう。この形容詞述語文を「形容詞＋名詞」述語文に
するときわめて不自然である。 
（44）甘党にはたまりません。緩めの生クリームを添えると一段と美味しいですよ。
沢山賞もとっているみたいです。              （Yahoo!知恵袋） 
飛田・浅田（1994：43）の「一段と」の語釈を簡単に紹介すると、「もともと程度
のはなはだしいものが、さらに程度を高めている様子を表す。以前あるいは他のもの
と比較して、程度がより高まったというニュアンスであるので、必ず比較の対象があ
る。比較の対象はもともと程度のはなはだしいものであることが原則である。」として
おり、ある対象と比較してその程度の変化を表すものであると言えるだろう。ここで
比較の対象になるのは、他の事物ではなく、他の時点（ここでは「生クリームを添え
ない」時点）における当該物であり、この場合には形容詞述語文が自然であるという
ことだろう。本稿では、例（14～17）のように比較の対象が他の事物である場合を「比
較表現Ⅰ」にしたのに対して、例（44）のように比較の対象が他の時点である場合を
「比較表現Ⅱ」と呼ぶことにする。 
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から確認した結果、「一段と」による修飾は
「形容詞＋名詞」述語文にはほとんど見当たらず11、形容詞述語文によく見られるこ
とが分かった。また、「一段と」という副詞は程度の変化を表すもので、上の例（44）
のように「緩めの生クリームを添えると」などのような条件節を伴うことがよく見ら
れる。「そういう条件を加えることで、よりその程度が高まる」ということを表してい
る。「一段と」のような副詞による修飾だけでなく、4.3.1.2節で述べたように、条件
節を伴った場合にも形容詞述語文になりやすく、「形容詞＋名詞」述語文にはなりにく
い傾向がある。 
                                                   
10 「一段と」は、工藤（1983）で「ほかの物事や他の時点の状態と比較する性格のつよい程度副
詞」として分類されており、本節で比較表現として取り上げる。  
11 検索して得られたのは、次の1例のみであった。  
  ・そして、突然、ハリーは水盆の中の部屋の隅で、ベンチに座っていた。他のベンチより一段
と高い場所だ。たったいま覗き込んでいた丸窓が見えるはずだと、ハリーは高い石の天井を
見上げた。                 （ハリー・ポッターと炎のゴブレット） 
但し、この例は他の事物（ここでは、「他のベンチ」）との単純比較（本稿での「比較表現Ⅰ」）
であり、このような場合は「形容詞＋名詞」述語文が可能になる。他の時点との比較（本稿での「比
較表現Ⅱ」）による内部の程度変化を表す場合には不可能である。  
「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文 
―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一時性― 
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そして、「一段と」と類似した副詞には「なおさら」がある。「なおさら」には「～
はなおさらだ（なおさらのことだ）」のような述語用法と述語にかかる修飾用法がある。
後者の場合、次の例のように好ましくない程度（「質が悪い」）が高まる場合によく用
いられる表現であり、条件節や原因・理由を表す節などを伴う場合が多く、「ある条件
が加わることで、前者に比べて程度が段違いになる」（飛田・浅田（1994：380,381）
参照）ということを表す。 
（45）南海子はだれも愛したことのない人間を知っていた。愛さないからだれにも愛
されず、愛しかたをいつまでも学べずにいる人間を知っていた。（中略）南海子
の父親も、それまでつきあった男たちも、そうだった。なにも考えず、南海子が
なにを感じているか想像もせず、形だけ整えておけば満足なんだろうと思いこん
で疑いもしない。現実にそれでやっていけるから、なおさら質が悪い。いつのま
にか南海子も、そういう男に合せるのが習い性になった。          （光：135） 
つまり、ある条件や理由などが加わることで、主語の内部の特性がある時点（ここ
では、「現実にはそれではやっていけないとき」）と比べて程度が高まる（比較表現Ⅱ）
という状態変化を表しており、「一段と」の場合と同じように「形容詞＋名詞」述語文
には見られない。 
以上4.3節で述べた「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文の恒常的な特性か一時的
な現象かという意味・機能の違いは、一方は述語に名詞を含んでいるが、他方は含ん
でいないという構文的な違いの反映である。 
 
5．おわりに 
本稿では「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文がいずれも主語の特性を表すとい
う共通点をまず確認し、そこから出発して、文の成分等との共起関係を通して二つの
構文の違いを明らかにした。考察した結果をまとめると、次のようになる。 
 
＜表3＞ 形容詞述語文と「形容詞＋名詞」述語文の共通の特徴  
意味・機能（関わる成分） 形容詞述語文 「形容詞＋名詞」述語文 
恒常的な
特性 
程度副詞 ○ ○ 
比較表現Ⅰ： 
他の事物との比較  
○ ○ 
 
表3に示したように、形容詞述語文と「形容詞＋名詞」述語文は程度副詞、比較表
現Ⅰなどによる修飾に共通点が見られる。これは、両者が形容詞を含む構文であると
いう特徴を反映するものである。しかし、ある構文的な条件においては異なりを見せ
ている。その結果を表4に示した。 
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 ＜表4＞ 形容詞述語文と「形容詞＋名詞」述語文の異なる特徴  
意味・機能（関わる成分）  形容詞述語文 「形容詞＋名詞」述語文 
一時
的な
現象 
時間を表す成分 ○ × 
「形容詞＋モ
ノダ」は可能 
⇓ 
「モノダ」は
モーダルな意
味へ移行 
主語名詞の時間限定  ○ × 
頻度副詞 ○ 
「たまには」類：× 
「いつも」類：△ 
状態
変化 
条件節からなる状況語  ○ × 
比較表現Ⅱ： 
他の時点の状態との比較  
○ × 
 
このような相違点は、形容詞述語文と「形容詞＋名詞」述語文が名詞を述語として
含んでいるか否かで異なるという述語構造によるものであり、二つの構文の意味・機
能の違いを示しているものと考えられる。つまり、形容詞述語文は恒常的な特性を述
べることができるのはもちろん、一時的な事態も述べることができるのに対して、「形
容詞＋名詞」述語文は恒常的な特性だけを述べることができ、一時的な事態を述べる
ことはできないという性質である。 
なお、通常の「形容詞＋名詞」述語文が許容されない環境で「形容詞＋ものだ」文
が許容されるということは、「ものだ」が述語名詞としての性格を失い、モーダルな意
味を表す形式へ移行していることの傍証になると言えそうである。「形容詞＋ものだ」
文のモーダルな意味解釈に関わる構文的な環境については、今後さらに詳しく追究し
ていきたい。 
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